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テキストの難易度を気軽に測定 

•  Webインタフェース 
–  コピー＆ペースト 

•  コマンドインタフェース 
–  テキストファイル 
–  HTML/XMLファイル (タグは無視) 

•  テキストの形式は問わない 
–  整った文でなくてもOK 

•  100字程度から 



2つのスケール 
•  T13　(教科書準拠) •  B9  (BCCWJ準拠) 

1 小学1年 
2 小学2年 
: 　: 
6 小学6年 
7 中学1年 
8 中学2年 
9 中学3年 
10 高校1年 
11 高校2年 
12 高校3年 
13 大学 

・難易度の相対評価 
　(難易度分布の相対的位置) 
・より広い応用 

・難易度の絶対評価 
・教育応用 



文字bigramによる測定 

こ れ は 難 解 か 

難易度1 0.09 -0.29 

難易度2 0.05 -0.36 

難易度3 0.07 -0.23 

難易度K -0.25 0.20 

難易度4 0.03 -0.07 
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人間並みの性能！ 
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結局、人生の幸福の決め手となるのは、愛の方向に向かって生きるか、恐れにとらわれて生き
るかの選択にかかっているといえよう。
　ここでジャンポルスキーのいう愛とは何か。「人は皆一つにつながっている。どんな人も身体、

個性、エゴを超えて、宇宙の生命の根源で結ばれている」という考え方である。「人間の本性はい
わば神と結ばれた霊的な自己であるから、この本質的な自己を信頼して、語りかければ、相手と
もかならず和解と一致がもたらされる筈である」と説いている。
　この本には、娘をはさんで反目している離婚した夫婦等、普通に考えればとても解決しそう

もない難しい関係が実例として数多く登場する。これらの対立関係に和解が生まれ、心の傷が癒
されるプロセスは急激かつドラマチックであり、感動を覚えずにはおかない。国際社会に目を転
じても、身近な日常関係においても立場の相違、利害の衝突など問題は数限りなく存在する。こ
れらすべてが、そう簡単に和解に導かれるものとは思われないが、「愛こそが答え」という考え方
を指針にして踏み出していけば、必ず希望が見出されるに違いないと思われるのだ。

日記を考える　三月十日（火）
　長い間、日記をつけてきた私は今後も日記を書き続けていきたいと考えているし、実際そう

なりそうである。
　そこで出来るだけ内容のある日記を書くのに何か参考になる日記はないかと思って、書架か

ら二つの日記を取り出してみた。
　一つは新潮文庫の『ジイドの日記』（新庄嘉章訳）である。この日記は全部で六巻、頁数にし

て約千七百頁、期間は一八八九―一九三〇年、つまり四十年間の長きにわたる浩瀚な書物である。
　到る処、実に興味ある感想、鋭い観察や読書とか音楽についての印象などが出てくる。
　例えば病気についてはこんな風にいっている。
　病気はわれわれにいくつかの扉を開けてくれることが出来る鍵だと思っている。病気だけが

よく開けることが出来る扉があると思うのだ。おそらく病気はわれわれをある真理から閉め出す
だろう。しかし、健康もまた同様に他の真理からわれわれを閉め出している。
　つまり、われわれをそう考えさせないように他の方向にそらせるのである。
　私はこれまで、一度も病気をしたことがないと自慢する人間で、ある面においては馬鹿では

ないかと思われる人間に出会うことがある。ちょうど、一度も旅行したことのない人間のようで
ある。
　今でも思い出すのは、シャルル・ルイ・フィリップは、病気のことを、実に巧みなたとえだと

思うが、《貧乏人の旅行》と呼んでいた。

　「一度も病気にかかったことのない人間は、多くの不幸に対して、本当の同情心を
持つことは出来ない。」

　かような感想を読むとジイドの体験からくる多面的な物の見方の貴重な側面が判る気がする。

LBh0 00001

E4-049 3

B

　ハッとして窓の外を見たら、確かに凄い光景だ。横なぐりの雨がざあざあと。しぶしぶベッド
を脱け出して、あちこちに電話する。打ち合わせは中止にして、仕事用の届け物（イラストレー
ションとか本とか）はバイク便を頼む。
　しかし、一つだけ外出しなくてはいけない用事がある。今日中に銀行でお金をおろさなくて

はいけないのだ。ゴムの長靴はベランダ物置の奥にしまいこんだので、出すのが面倒で普通のペ
タンコ靴をはいて出かけたが…これが思いっきり失敗だった。たちまちにして水びたし。歩くた
びにズブズブと音がする。
　カサなんか全然役に立たない。全身、冷たいシャワーを浴びたかのよう。だんだん歯の根が

合わなくなって来る。体が冷え切って来る。ああ、早く帰って熱いシャワーを浴びたい。バシャバ
シャと水がはねるのも構わず、駆け足で家に帰る。
　津波にあった奥尻島の人たち、それから、水害にあった九州の人たちは、その日お風呂をつ

かうことができたのだったろうか。あらためて、気になって来た…。
　たった今、お茶の水の出版社の友人より電話あり。「御茶ノ水駅が水没しました。線路が冠水

して、電車が止まりました」。東京でこんな台風、近頃珍しい。

８月２９日（日曜日）晴
　すばらしい朝だ。台風が去って、空がキーンと青く澄み渡っている。自転車で走り回ったら

気持ちよさそう…という誘惑と必死にたたかう。明日から遅い夏休みでフランスに行くので、今
日はどっさり書きだめしておかないといけないのだ。
　旅行先で原稿を書くということができない性分なので、旅行前はいつも書きだめで苦労する

ことになる。今回は、予期せぬ台風騒ぎがあったので、打ち合わせや試写会などが中止になった
ので原稿書きの時間がとれて、かえって助かった。
　台風の日につくづく感じたのだが、バイク便は偉い！　あのすさまじい風雨の中でもたいし

て遅滞なく配達してくれた。バイク便の男の子たちにとっては、あの日はさぞかしハードワーク
だったことだろう。
　「バイク便というのがあるのよ、便利なのよ」と友人に教えてもらったのは、４、５年前のこ

とだったろうか。郵便で送っているのでは間に合わないような物も、バイク便だったら数時間後に
は配達してもらえる。もちろん料金は３０００円前後（東京２３区内の場合）かかってしまうが。
　私は文筆業なので、原稿をＦＡＸで送るのが中心だが、それだけではすまなくて、絵や写真

や資料などを出版社に渡すという用事も案外多い。それで、週に２、３回はバイク便を利用して
いる。電話一本で自宅まで荷物を取りに来てくれるのだ。
　台風の日には、たまたま今回の旅行に必要なパスポートやビザやチケット一式を旅行代理店

に取りに行く日だったので、それもバイク便に代行してもらった。
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どちらが難しい？ 

・人間(31名)の判定はどのぐらい揺れるか？ 
・人間の判定とObi2/B9の判定はどれくらい一致するか？ 
　　→Obi2/B9の性能は、平均的な人間と同程度 

３月５日　第１回コーパス日本語学ワークショップ＠国語研 
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